


整備された畑地かんがいを効果的に活用して雨除けパプリカの
土耕栽培を確立した若手後継者グループ

あか ぎ ね

事業を�機とした合理的な水利用営農

新�作物の導入による経営の安定・向上

天敵等によるＩＰＭ（総合防除）技術の導入

赤城根パプリカ部会は、若い担い手が団結して新し
い技術の導入等にも積極的に取り組み、整備された生
産基盤を効果的に活用して先進的な営農を実現してい
ます。

畑地かんがい施設が整備された当初、露地野菜を中心

に一部パイプハウスを利用した雨除け施設を導入し、主

にトマトやミニトマトを栽培していました。平成16年、更な

る経営の安定向上を目指し、３戸の農家により作付面積

10ａで雨除けパプリカの土耕栽培の取り組みを開始しまし

た。翌年には産地化推進のため農協の部会を設立、現在

では部会員10名で作付面積175ａに拡大しました。

部会員の平均年齢は39歳と若く、チャレンジ精神が旺

盛で、農協や普及指導機関、土地改良区等の連携した支

援体制も整っており、今後一層の発展が期待されます。

群馬県

沼田市

雨除けパプリカ

環境にやさしい安全・安心な作物生産への取り組
みとして、天敵昆虫（生物農薬）を導入しています。
パプリカの重要害虫であるアザミウマ類、コナジラ
ミ類等を捕食する生物農薬をハウス内に放飼する
ことで、農薬（殺虫剤）の使用を半分以下に抑えた
栽培を可能にしています。

【群馬県沼田市】

赤城西麓地区

液肥混入機

販売は、全量農協の系統出荷です。消費者に対す
る積極的な産地のＰＲとして、個別包装や消費者がＱ
Ｒコードにより生産情報を取得できるクロージャーラベ
ル（包装袋の結束材）を作成し、付加価値を高めた有
利販売の取り組みも行っています。

また、パプリカを使った加工製品や料理等について
も、日々熱心に研究や試作に取り組み、生産情報とと
もに情報発信していくことで、消費拡大に繋がると期
待されています。

積極的な販売�進の活�

経営面積 ： ３２．２ｈａ（10戸合計）
主要作物 ：

雨除けパプリカ、レタス、
はくさい、こんにゃく

労 働 力 ： ３３人（10戸合計）

国営赤城西麓地区（S56～H9年）は、群馬県中央部の

前橋市外２市１村にまたがり、赤城山の西麓に展開する

畑作地帯です。

国営事業及び関連事業により、畑地かんがい施設が整

備され、露地野菜における計画的な生産や作物選択の

利根沼田農業協同組合

赤城根パプリカ部会

自由度が高まったこと

から、雨除け等の施設

栽培が導入され、栽培

作物や生育時期に応

じた合理的な水利用に

取り組んでいます。

点滴チューブの利用

その他、防虫ネット
や粘着トラップの活用
等ＩＰＭ技術（総合的
病害虫．雑草防除）に
より環境への負荷を
抑制しつつ安定した
生産を実現していま
す。

天敵昆虫（生物農薬）

ＱＲコード付クロージャーラベル 加工品の試作

■ 問合せ連絡先

名称：ＪＡ利根沼田赤城根中倉野菜集荷所

電話番号 ０２７８－５３－２４１７

��団体の���要
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有機農法により付加価値を高めた農産物を
法人化した出荷組織により安定した有利販売を展開

こしかわ よしお

有機農法により多様な作物を安定生産

販売の組�化と契約取引による有利販売

畑かん営農と国営事業の推進に貢献

越川氏は、地域で有機農業の先導的な農家である
とともに、畑地かんがい営農の定着について、地域
の牽引役として貢献しています。

自分で価格を交渉し、市場価格に左右されず、利益が

計算できるよう、経営者となった昭和61年に、農産物の販

売を主体とした任意組合を設立しました。平成14年には、

有機農産物を販売する農事組合法人を設立し、契約取引

による安定した販売を行っています。

取引先の注文に確実に応えるために、天候に左右され
ない用水を活用した計画生産により、安定生産を実現し
ています。

また、大型の冷蔵庫を備え、計画的な収穫・貯蔵により、
鮮度を維持した高品質な生産物を出荷していることから、
取引先の信頼は厚く、有利販売に繋がっています。

千葉県

富里市

越川氏は、平成13年度から８年間北総中央用水

土地改良区の総代として、畑地かんがい営農及び

国営事業の推進に大きく貢献されました。

また、受益者に畑地かんがい営農をPRするため

の展示ほとして、ほ場を提供するなど地域のまとめ

役として尽力しておられます。

【千葉県富里市】

北総中央地区

越川氏は平成７年から認定農業者として地域農業

の牽引役であることはもとより、モデル的な有機農業

実践農家として各地で紹介され、日本国内のみなら

ず、台湾、韓国など海外からも視察が相次いでおり、

有機農業に係る技術普及に貢献しています。

有機農業の技術普及に貢献

経営面積 ： １１ｈａ
主要作物 ：

秋にんじん、だいこん、
さといも、落花生 等

労 働 力 ： 自家4人、雇用8人

国営北総中央地区（S63～H25年）は、千葉県北部の

北総台地にあって、千葉市外６市にまたがる畑作を主体

とした県下有数の農業地帯です。

越川 義雄

越川氏は、北総中央地

区の受益地で、慣行栽培

の畑作営農をしていまし

たが、平成２年に有機農

法勉強会に参加したこと

をきっかけに、地域の仲

間とともに有機農法に転

換しました。

転換当初は、収量が確

保できず、面積を拡大す

ることで対応してきました。

平成16年に、自家製堆

肥にエアレーションを施す

手法を導入してから、農作

物の収量、品質が向上し、

現在は11haの規模で多

様な有機農産物を安定的

に生産しています。
エアレーションを備えた堆肥舎

国営事業は、平成

25年の完了を間近に

控えており、今後末

端整備が本格化する

当地区において、用

水を利用した畑地か

んがい営農定着に向

けた波及効果が期待

されます。

ほ場へのかん水状況

■ 問合せ連絡先

名称：農事組合法人 丸和

電話番号 ０４７６－９４－０６３８
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作物や生育時期に応じた効果的なかん水方法や
環境にやさしい技術への水利用により安定した経営を展開

すが や しょう じ

事業を契機として経営規模を拡大

畑地かんがい用水の効果的な活用

畑かん営農推進の波及効果

菅谷氏の取り組みは、畑地かんがい営農の先導
的な事例であり、地域内にとどまらず、他の畑地か
んがい地区への波及効果が期待されます。

にらは、定植期や収穫前に移動式スプリンクラー、にん

じんは、は種前後にかん水チューブというように、作物や

生育時期に応じて、省力化も考慮しながら効率的なかん

水を実践しています。

千葉県 香取市

菅谷氏は、水資源開発公団営及び関連事業によ

る畑地かんがい用水が整備され、水利用開始直後

の昭和59年度から営農推進員として地域における

畑地かんがい営農の推進に尽力されました。

菅谷氏の畑地かんがい営農への取り組みは、同

じ北総東部用水を水源とする隣接の国営事業「北

総中央地区」に対する畑地かんがい営農推進への

波及効果も期待されます。

【千葉県香取市】

北総東部地区

１

生産物の出荷は、農協の系統出荷の他、平成14年
に地元生産者や食品加工業者等が開設した農産物

直売所「風土村」にも出荷しており、販路の多岐化を

図るとともに地産地消の推進にも寄与しています。

販路開�の取り組み

経営面積 ： ９ｈａ
主要作物 ：

にら、にんじん、ほうれんそう

労 働 力 ： 自家3人、雇用8人

北総東部地区（S45～55年）は、千葉県北東部の香取

市外３市３町にまたがる畑作を主体とした県下有数の農

業地帯です。

畑地かんがい施設の整備を契機に、経営の主力である

にら栽培において、特に夏季における計画的な栽培管理

菅谷 昭司

が可能となり、収穫回数が増

加するなど、周年栽培体系

の確立と収量の安定向上が

図られました。

これらのことから徐々に経

営面積を拡大し、現在は、９

haの経営規模で露地やトン

ネル栽培を展開しています。
にらへのかん水状況

菅谷氏が出荷したにら

また、にんじんの作付前の

土壌消毒については、「太陽

熱・石灰窒素法（石灰窒素を

散布した後に散水し、マルチ

被覆することにより病虫害

等を防除する手法）」を導入

し、畑地かんがい用水を効

果的に活用するなど、減農

薬に取り組み「ちばエコ農産

物」に認証されています。

直売所の店内

■ 問合せ連絡先

名称：関東農政局農村計画部資源課

電話番号 ０４８－７４０－０５１６

4



国営事業地区における販売対策・産地化の取組

�中信平��地区（H20年度調査より）＞

本経営体は、高齢化により栽培管理が困難となったりんご
園を積極的に借り受け、大規模経営を実現しています。

直売やインターネット販売など地道に販路拡大の努力を続
け、現在の販売先は、農協出荷が1/3、直売1/3、卸販売1/3
となっています。直売は顧客約800戸、農園店舗直売、りん
ご樹オーナーなどで、卸販売はスーパー、洋菓子店等約30
店、地元直売所等と取引しています。

また、りんごだけでなく、洋なし、ベリー類も栽培しており、
委託加工により、オリジナルジュースやジャムも取り扱って
います。

果実やオリジナルジュースを使う洋菓子店を売り先として
開拓したことにより、小玉りんごなどを有利に販売すること
ができるようになりました。現在では、関東等の大都市圏の
他、北は北陸、南は九州まで全国に顧客が広がっています。

����用水地区（H21年度調査より）＞

本経営体は、国営事業及び関連事業によるかんがい
施設の整備や排水対策が実施されたことを契機に、ち
んげんさいの規模を拡大し、安定的な周年供給体制を
確立しました。

また、付加価値を高めた農産物を市場出荷する任意
組合に参画しており、組合では、販売対策として、事前
に週単位の出荷見込み数量と出荷直前の確実な出荷
量を把握し、市場と情報を共有することにより信用を高
め、さらに市場からの追加要望にも応えられる体制を整
えており、有利販売につなげています。

更に、品質を統一するため、参画農家が検査を実施し
ており、組合の目揃え会には、市場関係者や大手量販
店のバイヤーも招き、品質の高さをＰＲしています。

�赤城西麓地区（H11年度営農推進優良事例表彰より）＞

本地区では、国営事業（S56～H9）実施中の平成4年度に
県、5村（現3市1村）、JA、改良区を構成員として営農推進協
議会が設立しました。（事務局：赤城西麓土地改良区）
本協議会は、「質の高い特色ある農業生産の展開」をス

ローガンに地域における用水営農を推進し、産地の育成指
導、農業生産対策に取り組んでいます。この一環として、生
産拡大、高品質化等を図るため、「産地形成推進事業」とし
て、実証ほの設置、市場や他産地への研修、イベント等での
農産物のPR等を実施しています。
このように、協議会の構成機関が連携して生産指導や販

売対策等、各専門分野の面から実証農家等を支援する体制
となっています。本年度営農推進功労者表彰を受賞した赤
城根パプリカ部会（p2参照）も、平成17年度よりこの支援を
受け、取り組みを拡大してきました。

�取り組みの�イント�

�取り組みの�イント�

土地改良事業が行われた地区では、生産基盤条件の改善に伴い、作物の収量増や品質向上が見込まれます。

しかし、事業によりもたらされる効果が、農家の皆さんの所得向上による経営の安定、ひいては地域の発展につ
ながっていくためには生産された農作物をいかに売るかという販売対策や産地化などの取組が非常に重要です。
そこで、毎年、国営土地改良事業地区で行っている優良経営体事例調査結果及び営農推進優良事例表彰の中

から取組事例を紹介します。

�取り組みの�イント�
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��まれる農産物と産地のあり方� �国�の命を�む農業は�の山�
�んま あつし

(株)ベストフーズ 代表取締役社長 本間 惇 氏

��紹介�青果仲卸業として、産地と小売りをつなぐだけでなく、これからの食品ニーズを踏まえた農業のあり方を全国
の産地で指導されるとともに、外食産業などの業務需要に農産物を安定供給するシステムを構築されるなど、
「儲かって、かつ、楽しい農業」の仲人役を務めています。日本農業新聞のコラム「コンパス」執筆中。

これが私の会社のマークです。
「安全」「安心」に加えて、絶対に必
要な「健康」。 その次がミソです。
私は「安定」仲卸業、安定供給する
義務があります。仲卸業は需要供
給の「安定」をどうやって求めるか。
これが私の生涯の使命です。

私の会社の商品は「こだわり」を
表すために、小売り商品にリーフ
レットを入れています。お客さんに

普通のかぼちゃは土
に当たる部分の色が変
わりますが、空中栽培だ
から、どこをとっても良い
色！虫が付きにくく、土
から来る病気がないの
で省農薬です。

長野県にあるしめじ工場の
組合長さんに適地適作のい
い畑で堆肥にこだわって作っ
てもらっています。しめじ生産
で出る「廃オガ屑（きのこ培地
で使うおがくずなど）」を１年か
けて完熟堆肥にし、たっぷり

土壌にすきこんだ畑で無農薬で栽培しています。普通
のたまねぎの糖度は7度前後ですが、これは12度くら

いあり、本当に甘くて、生で食べられて、味噌汁に入れ
ても美味しくなります。包丁を入れても涙が出ません。

営農推進研修会の概要
関東農政局では、平成23年11月1日（火）さいたま新都心合同庁舎２号館において「営農推進研修会」を

開催しました。以下、概要を御紹介します。

収穫のタイミングは積算温度で分かります。花が咲い
た日から、毎日、最高気温と最低気温の平均を足して
いって、1,000度になったら収穫の目安です。３日単位く
らいで色を変えて咲いた花にマーキングしておくと、きわ
めて均一な熟度のかぼちゃを収穫できます。

ち仕事をできるだけ増やすことが重要です。

出荷用の箱には、空飛ぶパンプキンを子どもたちにお
絵かきしてもらいました。夢があって、お店に並べたら目
立つでしょ？お客さんは、箱に興味がわいて、品物が売
れる。これも商売のコツです。

これから地球温暖化は避けて通れません。過去100年
に１℃平均気温が上がりました。さらに１℃上がると、東
京の気温が長崎や宮崎並みになるということを頭の中に
入れて、物事を進めて欲しい。これが一つ目です。
二つ目。世界人口が70億人になりました。しかし日本の

人口は減り、21世紀末に江戸時代並みの6000万人くら

いになると言われています。それだけ物が売れなくなると
いうことです。逆に世界の人口は、世紀末に100億、150
億になると言われています。一人当たりの食料が減って
くる、そのことを常に意識して下さい。
もう一つ、東京では１～２人世帯が80％を超えています。

だから、何かプレゼントするときは、小さいもの、少ないも
のがいいのです。そして、昔は何か差し上げる際に「お粗
末なものですが」と言いました。ところが今は「これは、お
いしいですよ！」。ここがポイント。おいしいからあげるん
です。時代は変わったんです。

「これはベストフーズさんの商品だからおいしい！」と一
目で分かります。有機栽培のマークを入れたり、食べ方
を書いたり、完熟のおいしさとか、「こだわり度」を示すの
です。そんなこだわり農産物を紹介します。

栽培は、パイ
プハウスのフ
レームにかぼ
ちゃのつるを這
わせます。収穫
は、ハウスの中
を一輪車を押し
ながら、立った
ままできるので
す。高齢化の進
む日本では、立

これは、チェリートマトです。
糖度5～9度までいろんな品
種を250gパックにして販売し

ています。少しずついろんな
ものを食べたいニーズに応え
てバラエティに富んだ形にす
るのも、売れる秘訣です。

最後に、私の一番好きな言葉「なせば成る、なさねば
成らぬ何事も、成らぬは人のなさぬなりけり」。これは、
米沢藩主・上杉鷹山先生の言葉です。その気持ちで皆
さんも頑張って欲しいと思います。
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������地区調査「�����地区」�果��

雨が多くてほとんどかん水が必要のない年も、干ばつでかん水の必要性をひしひしと感じる年もありますが、作
物栽培で「かん水」が重要であることはいうまでもありません。

平成21年度から3年間、埼玉県美里町の露地畑において、地域で基幹作物として栽培されている「ねぎ」・「ブロッ
コリー」、これから生産が期待される「さといも」などを栽培し、かん水の効果を調査しました。また、同じ場所で水を
使った土壌還元消毒技術の実証調査を行いました。

ミストかん水

冬のかん水も効果的！

少雨で葉先が白くなり始めた

ねぎへのかん水 （H22.9.7）
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品質の確保もかん水から！

３か年通じた調査で、
かん水区の安定生産が
実証されました。

猛暑少雨で、無かん水区ではヨトウ虫が
さといもの葉を食べ尽くした(H22.9.15）

かん水の効果を見てみよう！

H22の秋にキャベツを定植。年末から1ヶ月半にわたり雨
が降らず、その間２回かん水しました。
収穫調査では、かん水区と無かん水区で重量比34％の差

となりました｡ 冬作の安定生産もやはり「かん水」！
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編集後記

平成23年は、地震、津波、台風と大災害の続

いた年でしたが、さらに年末から１か月以上も
雨が降らず、冬の干ばつが発生しました。

この冬、初めて露地野菜にかん水し、予定ど
おり出荷できたという農家の方からお話を伺い
ました。基盤整備により安定的な食料生産に
取り組む農家の皆さんに自分の食生活が支え
られていることを実感しました。

編集発行

関東農政局国営土地改良事業地区
営農対策委員会事務局
農村計画部資源課

〒330‐9722
埼玉県さいたま市中央区新都心2‐1
さいたま新都心合同庁舎２号館

ＴＥＬ 048‐740‐0516 （ダイヤルイン）

水を使った環境に優しい「土壌還元消毒」

営農で悩まされる土壌病害虫や雑草には農薬を使うことが多いのですが、住宅地に近かったり、作物が混栽され

ているとドリフトの心配があり、作業時の服装にも気を使います。そこで、施設栽培を中心に人にも環境にも優しい
技術として広まっている「土壌還元消毒」を整備された用水を活用し、露地栽培に応用できるか実証調査しました。

土壌還元消毒の手順 �フスマを用いた土壌還元消毒の実施��

①ほ場に水が溜まるよう波
板やマルチした畦で囲う

②10ａ当たり１ｔのフスマ
をムラなく散布

③ロータリーで耕耘 ④かん水チューブを設置

⑤農業用ポリエチレン
フィルムで被覆

⑥湛水に近い状態になるまで、
100～200mm程度かん水

⑦夏なら2～3週間で消毒が完了し、農ポリの被覆を
取って耕うんすれば、作付可能です。

��濃度エタノールを用いた土壌還元消毒
の実施��

「フスマを用いた土壌還元消毒」の②は省略し、
⑥で用水に１％濃度になるようエタノールを
加えながら100～200mm程度かん水

�調査時�� H21～23の各年、気温が30℃を超える7～8月

�調査方�� 耕耘のみの「無処理区」、上記の手順を行う「エタノール
区」 と「フスマ区」を設け、処理後2～3週間で被覆を撤去。各年とも各

区から土壌還元消毒処理前後の土壌を採取し、「線虫数」「微生物
数」の測定、「根こぶ病」の植物検定を実施。 9月にブロッコリーを各
区に定植し、収穫調査を実施。

�調査���
・「線虫」「フザリウム属菌」 ：いずれの土壌還元消毒区でも不検出
・根こぶ病 : いずれの土壌還元消毒区でも発病を抑制
・収穫調査：いずれの土壌還元消毒区でも花蕾の大きなブロッコリーを

安定して収穫（右図）
・この他、エタノール区では、雑草が生えにくい状態が続くことを確認

調査��
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ー露地栽培でも土壌還元消毒ができることを確認しましたー
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